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平成 18年 4月 22日実施 

於：サンルート関空 2階 

 
「だんじりを曳いてみたいな。」 
この一言から出来上がった羽衣ＲＣの社会奉仕事業、名称も“春だ！まつり

だ！わっしょい！”としホテルサンルート関空で、いずみ通所センター、高石

障害者作業所、ふきのとう作業所、わかば園から 100名以上の方々が集まり、3
時間あまりの時を過ごした。 

11時 30分からの開会にもかかわらず、11 時には、会場前のホールは一杯に
なり、サンシャインが準備してくれたプロジェクターによるだんじりのビデオ

撮影が、これから始まる催しを盛り上げる効果にバッチリであった。 
正木会員によるまぐろの解体ショーでは、華麗な包丁さばきであっという間

にまぐろが 5枚に‥‥。 
小阪青年団には、鳴り物の体験をさせてもらい、太鼓の音にビックリ‥‥。 
あっという間に、世界に一つだけの花の大合唱で終了となった。 
お土産のクッキーを手にした何人もの参加者が、「ありがとうございました。

楽しかった～。」と笑顔で深々とお辞儀してくれた時には、いつものように、満

足感が。 
もう少し予算があれば、もっと沢山の方に参加していただき、もっと食事の

量も増やせたのに‥‥残念～。 
会長、幹事、社会奉仕委員の会員には、事前の話し合いから参加していただ

き、また、正木会員をはじめ会員並びに事務局の皆さんは多大なるご協力いた

だきありがとうございました。 
（社会奉仕委員長 高岩 弘至） 



 
   

 

 
 

 


